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      貯木場開設からスタートしました。

※枠内が社有地（旧加福新田は、p.302 を参照）
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木材で埋まる昭和初期の加福貯木場

加福貯木場跡地の現況（令和 4年秋）

現在の本社社屋会社設立時の社屋
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「加福」の社名が入った法被姿の作業員

社章

木遣り作業（昭和初期）

太陽光発電設備
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港湾運送事業（西部木材港）

西部木材港（令和 4年秋）

本船荷役（丸太）

貯木場内作業

本船荷役（木材製品）

デバンニング
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西部木材港事務所 第２飛島倉庫

西部倉庫と水面貯木場

飛島倉庫と水面貯木場
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エコワールド名古屋

エコワールド犬山

事務所 工場

チップヤード

破砕機のベルトコンベアー事務所（左）と工場

工場入り口

リサイクル事業
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上：「化物新田名称の濫觴（らんしょう：
始まり）の図」、下：「説明文」

エコワールドバイオマス

エコワールド豊橋
NPLWバイオマスパワープラント外観

NPLWバイオマスパワープラント

（犬山の続き）チップヤード 工場

チップヤード

破砕プラント

システムモニター室
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大江グランドゴルフ（ゴルフ練習場）

加福フィッシュランド（釣堀）

レクリエーション事業
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野間　順一　

発刊にあたって
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凡　例

１ 本書は、原則として常用漢字、現代かなづかいを使用した。ただし、木材業界および当社で慣
用されている表現は原則によらなかった。

 　例えば、「（木材を）仕分ける」は「仕訳る」とし、「フォアマン」は「フォーマン」とした。
２ 引用文は、原則として原文通りとしたが、読みやすさに配慮し旧漢字を常用漢字に置き換え、ま

た、句読点を補った場合もある。
３ 本文中の会社名・人名は、原則として正式な漢字を使用した。敬称は省略した。
４ 地名・会社名・役職者名などは、原則として記述内容当時の表記によったが、できる限り現在

の名称を（　）内に併記した。
５ 株式会社・有限会社などは、同一項内における初出のみの記載とし、以下（株）（有）とした。
６ 本文中の年号は邦暦を使用して、江戸・明治・大正時代には西暦を（　）内に併記し、同一段落

内の初出のみに記載した。ただし、年号が連続する場合は省いた。また、明治から令和までの
邦暦の名称は、各段落の初出のみに記載した。

 　例えば、大正 12（1923）年 5月、加福……した。14（1925）年 5月には貯木場が開業した。
７ 本文中の単位語は、原則として引用・参考文献通りに記載した。そのため同一項内でも異なる

単位後で記述した場合もある。
 　例えば、木材量の場合：石、㎥、tなど。
 なお、単位の換算では、1坪を3.3㎡とした。
８ 本書掲載の資料（図・地図・表・文書など）の中で名称が統一されていない場合があり、できる

だけ該当機関での正式名称に基づき記載した。
 　例えば、「天白貯木場」「天白川口貯木場」「天白河口貯木場」は、「名古屋港管理組合広報」に準
じて「天白川口貯木場」と記載した。

 また、統計資料中の数値合計が合致しないものは、原文通り記載した。
９ 当社所収の資料（図・地図・文書など）の中には表記施設名が、施設の構造から判断すると異な

る名称が用いられている場合がある。資料中では原文通りとしたが、本文中では正確な名称に置
き換えて記載した。

 　例えば、加福貯木場内に設置されていた「第 1・2閘門」は、構造上では「水門」となる。
10 当社は木材倉庫業であるため、貯木場や倉庫に丸太や木材製品が入った時は「入庫」とし、それ
以外の名古屋港などの場合は「入荷」として、語句を使い分けた。

11 本文中に、「原木」「丸太」の表記があるが、原木は「仕出国内」、丸太は「仕出国を離れた場合」の
表記として区分した。

 また、「製品」「製材品」の表記は、「木材製品」で統一した。ただし、米材などは「製材品」と記し
た。

12 本書執筆に際し引用あるいは参考にした文献・資料は、巻末に示した。
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